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無色、黄金色、朱色、褐色、あるいは
緑色といったさまざまな色を持つことで
知られているジルコン（ZrSiO4）は、12
月の誕生石である。ジルコンに含まれる
ウランの放射壊変を利用して、ジルコン
の結晶化した年代を測ることができる。
玄武岩質ユークライト中のジルコンにつ
いてウラン-鉛年代を系統的に分析した
ところ、ユークライト母天体（おそらく
小惑星ベスタ）における玄武岩質マグマ
の火山活動は、太陽系形成後2000万年以
内に終息したことがあきらかになった。
小惑星の火山活動はいつまで続いたのか
ジルコニウム（Zr）と価数（+4価）
およびイオン半径が同等であるウラン
（U）は、マグマからジルコンが晶出す
る際にジルコニウムを置き換え、ジルコ
ンの結晶構造に容易に入ることができ
る。ジルコニウムと価数（+2価）およ
びイオン半径を異にする鉛（Pb）は、
滅核種（半減期が数百万年以下と短いた
めに、太陽系初期にしか存在しなかった
放射性核種）26Al、53Mn、60Fe、182Hfの
痕跡が報告されていることから、太陽系
形成直後にユークライト母天体は大規模
に分化したはずである。長半減期核種を
もちいた同位体年代学から、火成活動の
継続期間は約2億年とされてきたが、ユ
ークライトは熱変成や衝撃変成を受けて
いることから同位体系が乱されている可
能性が高く、その詳細については不明な
点が多かった。
X線マイクロアナライザーをもちいて
ジルコニウムに富む相を探すと、玄武岩
質ユークライトにはジルコンが普遍的に
含まれていることがわかった。しかし、
ユークライト中のジルコンは小さく（ほ
と ん ど が 粒 径10μm以 下、 ま れ に
20-30μm）、分離して分析することは困
難であった。
そこで空間分解能の高い二次イオン質
量分析計（SHRIMP II）をもちいて、ジ
ルコンのウラン－鉛同位体系から小惑星
の火山が噴火した年代を求めることとし
た。熱変成をほとんど受けていない
Yamato-75011、 熱 変 成 を 受 け た
Yamato-792510、著しい熱変成を受けた
Asuka-881388およびAsuka-881467、衝
撃変成を受けたPadvarninkai中のジルコ
ンのウラン-鉛および鉛-鉛年代には、有
意な差は認められなかった。
Padvarninkaiの溶融部分（～1450℃ま
で温度上昇）に溶け残っていたジルコン
（図1）のウラン-鉛および鉛-鉛年代も、
他のユークライト中のジルコンと同じ年
代を示した。これまでに分析した39個の
ジルコンから得られた鉛-鉛年代の平均
は45億5400万年±700万年、ウラン-鉛年
代の平均は45億5200万年±900万年であ
った（図2）。
岩石組織から、玄武岩質ユークライト
の冷却速度は毎時0.01-100℃と見積もら
れる。ウラン、鉛がジルコン結晶中を拡
散によって均質化する最低温度（閉鎖温
度）は、沈積岩ユークライトで見積もら
れているよりゆっくりとした冷却（1万
年に1℃）を仮定しても900℃を超えてい
る。玄武岩の冷却速度を年間0.2℃と仮
定した場合、ジルコンのウラン-鉛系で
の閉鎖温度はおよそ1050℃と見積もら
れ、玄武岩が部分溶融しはじめる温度に
近い。このことから、得られたジルコン
のウラン-鉛および鉛-鉛年代は、熱変成
が終息した時期をあらわすのではなく玄
武岩質マグマからジルコンが結晶した年
代であると結論された。
最初の2000万年
消滅核種の存在度から、太陽系形成後
短時間に（200-300万年経過した時期に）
大規模に分化した直径数百キロの母天体
が存在していたといわれている。長半減
期核種をもちいた同位体年代学研究か
ら、ユークライト母天体の火成活動は44
億年から45億5000万年前に起こったと考
えられてきた。しかし、熱変成あるいは
衝撃変成作用の影響を受にくいジルコン
のウラン-鉛同位体系をもちいた年代学
研究から、ユークライト母天体の玄武岩
質地殻は太陽系形成後700万年から2000
万年以内に形成したことがあきらかにな
った。
これまでユークライトで報告されてい
た44-45億年というウラン-鉛、サマリウ
ム-ネオジム、ルビジウム-ストロンチウ
ム年代は、ユークライトの玄武岩質地殻
の形成時期ではなく、熱変成や衝撃変成
作用により玄武岩中の構成鉱物（輝石、
斜長石、リン酸塩鉱物）間において同位
体系が均質化し、時計がリセットした時
期を示していたと解釈される。
SHRIMP IIをもちいたジルコンの同
位体年代は、「ユークライト母天体の火
成活動は太陽系形成後たかだか2000万年
しか継続せずに終息した」という新たな
制約を与えた。近年、マルチコレクター
誘導結合プラズマ質量分析計および新世
代の表面電離質量分析計の登場によって
高精度の年代データが次々と公表され、
太陽系惑星物質の初期進化の描像がおお
きく変わりつつある。
ジルコンのウラン-鉛、鉛-鉛年代から
みたユークライト母天体表層での火成活
動の継続期間は、始原的隕石の構成要素
であるコンドリュールの形成、微惑星の
集積、原始太陽系星雲におけるガスの散
逸、隕石母天体の大規模分化が45億6700
万年にわたる太陽系の歴史の中のごく初
期の短い期間（1000万年以内）に起こっ
たというシナリオときわめて調和的であ
る。
本研究は、科研費基盤B「ユークライ
ト隕石母天体の形成史」（代表者三澤）
および国立極地研究所プロジェクト研究
P-8「惑星の進化過程および太陽系形成
史の解明」（代表者小島秀康）の一部と
しておこなわれ、その成果は、Misawa 
K., Yamaguchi A. and Kaiden H. （2005） 
U-Pb and 206Pb-207Pb ages of zircons 
from basaltic eucrites: Implications for 
early basaltic volcanism on the eucrite 
parent body.  Geochim. Cosmochim. 
Acta 69, 5847-5861. に公表された。
時を刻む宝石、ジルコン
ジルコンの結晶構造に入ることができな
い。結晶に取り込まれた放射性核種235U
と238Uは、ヘリウム（He）の原子核を放
出し（  崩壊）、それぞれ7億年、45億年
経過すると半分が安定な鉛207Pb、 206Pb
に壊変して、加熱や衝撃による影響を受
けにくい強固なカプセル（=ジルコン）
に蓄積される。ジルコン中の親核種ウラ
ンの量と放射起源鉛の量を精密に測定す
ることができれば、ジルコンが結晶して
から現在まで経過した時間を知ることが
できる。
玄武岩は地球、月、火星の表層によく
みられる火成岩である。玄武岩質隕石の
ひとつであるユークライトは、小惑星ベ
スタの表層から地球に飛来した火成岩で
あると考えられている。それでは小惑星
の火山はいつ噴火していたのか、その火
山活動はいつごろまで続いていたのだろ
うか。
いくつかのユークライトにおいて、消
研究の前線から
図1　斜長石、輝石、シリカを含む衝撃溶解ベイン中のジルコン（Padvarnikaiユークライト、後方散乱電子像）。
ベイン中には多数の硫化鉄（<1μm）粒子（白色）が認められる。衝撃により輝石が溶解していることから、
この領域ではおよそ1450℃に達したと考えられる。
三澤啓司
研究教育系・地圏研究グループ・助教授
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図2　ユークライトジルコンのウラン-鉛コンコーディア図（コンコーディア曲線との交点が結晶年代を与える。
曲線の目盛りの単位は百万年）。熱履歴が異なるユークライト（Y -75011,Y-792510,A-881388,A-881467 
Padvarninkai）において、ジルコンのウラン-鉛および鉛-鉛年代に優位な差は認められない（データ点の誤
差は1σ）。
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第47次南極地域観測夏隊（2005年11月
-2006年3月）において、日独共同航空機
観測が行われた。この共同観測は、日本
隊として昭和基地近傍で初めて行った大
規模な国際共同観測である。第47次隊で
は、昭和基地近傍の大陸氷床上のS17と
いう地点を航空観測拠点として、地磁気、
重力、氷床レーダーの観測を中心とした
地球物理学観測を行った。
航空機による地球物理観測を行えば、
短時間で効率的に面的な基盤地形や地質
に関連した情報を得ることができるた
め、南極大陸のように直接氷の下の地質
情報等が得られない地域では有効な手段
である。今回の観測では、「ゴンドワナ
大陸の形成と分裂」および「しらせ氷河
流域を例とした東南極氷床の流動機構」
の解明を目的とし、南北測線を基本とし
た測線間隔約20kmの昭和基地周辺の面
的な調査により、地磁気・重力異常図お
日独共同航空機観測
̶地球物理観測
よび氷床レーダーによる基盤地形と氷床
内部構造の地図作成を行った。
観測体制
今回の観測は、ドイツのアルフレッド・
ウェーゲナー極地海洋研究所保有の航空
機であるドルニエ機（Polar-2）を使用
した。ドルニエ機には、地磁気、重力お
よび氷床レーダーの観測装置が設置され
ており、これまでにも西ドロンイングモ
ードランドを中心に同様の地球物理観測
を行っている実績がある。第47次隊の観
測には、ドイツからドルニエ機のパイロ
ット2名と整備士2名、これに加えて観測
装置の技術者2名および研究者2名の計8
名が参加した。日本側は、研究者1名、
設営1名、調理1名および同行者1名の計4
名で今回の観測に臨んだ。また、内陸域
の観測時は、緊急時に備え、バスラータ
ーボ機（ALCI）が待機状態で観測飛行
が行われた。この間は、バスラーターボ
機のパイロット2名および整備士1名
の計3名のカナダ人がS17航空観測
拠点にほぼ常駐した。ドルニエ機は、
2006年1月3日深夜にS17航空観測拠
点に飛来し、残りのドイツ隊は、バ
スラーターボ機により1月4日にS17
航空観測拠点に入った。航空機観測
は、2006年1月5日より開始し、2006
年1月29日に終了した。
S17航空機観測
今回は、天候に恵まれ（観測期間中ブ
リザード1回）、また航空機および観測機
器等の目立った故障もなく、ほぼ予定通
りの測線上での観測を行い、予定観測飛
行時間100時間を上回る計111時間34分の
観測飛行を行った。内陸域の観測は高度
約11,000フィート、海洋域は高度約500
フィートで観測を行った。また、航空機
観測の位置精度向上および地磁気時間変
化 補 正 の た め、S17航 空 観 測 拠 点、
ARP2およびパッダ島をGPS参照点と地
磁気時間変化の参照点とした。これらに
加えて、昭和基地で行われているGPSお
よび地磁気測定データについても提供し
ていただいた。
今回行われた日独共同航空機観測は、
先に述べたように昭和基地近傍で行われ
る初めての大規模な国際共同観測である
ことから、第47次隊では、観測に先立っ
て、S17航空観測拠点の施設として、ジ
ャッキアップ式の食堂および発電機小屋
の建設を行った。ジャッキアップ式の食
堂および発電機小屋は、氷の上に鉄骨を
小屋の角に合わせて設置し、それを使用
して小屋の床面と雪面間の高さを変えら
れるにしたものである。ジャッキアップ
式を導入することにより、積雪によって
小屋が埋まらないように、鉄骨を継ぎ足
していくだけで、小屋を全体的に上げて
いくことができる。これにより、S17航
空観測拠点をこれから十数年維持してい
こうという計画である。また、今回の観
測では、非常に質の良い地磁気、重力、
氷床レーダー観測のデータを昭和基地周
辺で得ることができた。現在、得られた
データをもとに解析を進めている。第48
次隊では、同ドルニエ機を使用した大気
観測が予定されている。今後の国際共同
や航空機観測のさらなる展開が期待され
る。
極地研 TOPICS
標記会合が6月12日から23日までの間、
英国エジンバラ市において開催された。
我が国からは外務省地球環境課の福島課
長を団長とし、国際法の柴田神戸大学教
授、同課の河隝係官、環境省環境保全対
策課の桝係官および極地研究所から山
内、本吉教授、外内環境企画係長と筆者
ら延べ9名が出席した。
主な協議内容
前回の会合では、長年の懸案となって
いた環境損害に対する賠償責任附属書の
締結が行われたが、今会合ではそこまで
ホットな案件は無く、環境保護委員会
（CEP）における南極特別保護地区
（ASPA）指定の提案の検討等例年実施
している協議が淡々と行われたほか、国
際 極 年（IPY）2007-2008へ の 支 援 を
ATCMとして要請するエジンバラ宣言
の採択、観光および非政府活動、南極地
域での生物探査（Biological prospecting）
に関する諸問題に対して協議が行われ
た。
環境保護委員会では3地区につき南極
特別保護地区とすることとし、環境保護
議定書の附属書IIで特別保護種と指定さ
れていたミナミオットセイ属に含まれる
種（ナンキョクオットセイおよびアナン
キョクオットセイ）が、充分な個体数が
確認されていることから指定が解除され
た。観光および非政府活動に関しては、
乗客数500人以上の大型観光船の入域に
対し、安全性と環境への影響の観点から
懸念が表明され、政府の行う観測に使用
する建物以外の観光用施設の建設を制限
する提案とともに次回検討されることに
なった。
民間の観光活動と政府の観測事業との
様々な関係を念頭におき、我が国として
も将来を見通して問題を整理しておく必
要があろう。
第29回南極条約協議会議
（XXIX ATCM）報告
また、領有権の主張が凍結された南極
における、微生物等を対象とした生物探
査に関しては、生物多様性条約、世界知
的所有権機関（WIPO）等での動きとも
整合をとり、生じた利益の配分について
のコンセンサスを得ながら、一定の取り
決めが必要との認識が広まりつつある。
科学的調査を阻害することなく、南極条
約体制としてどのように取扱うのが適切
か、我が国としても現状を踏まえつつ整
理することが肝要だ。
我が国からは環境保護議定書第17条に
定められた年次報告（IP-100）のほか、
情報文書3件を提出した。我が国の南極
観測におけるトピックスとして、ドーム
ふじ基地での3000mを超える氷床コア掘
削およびS17での日独共同の地球物理学
的航空機観測に関する概要の報告
（IP-101）、日本の国際極年2007-2008に関
連するアウトリーチ活動と南極観測50周
年を記念する事業計画の紹介（IP-102）、
「しらせ」後継船の仕様等に関する紹介
（IP-103）だった。ドームふじ基地から
の緊急搬送に関連し、現地で支援を受け
たノルウェー、スウェーデンを含む関係
諸機関への謝意を表明する旨発言した。
今後のATCM
南極条約事務局がブエノスアイレスに
設置されて2年が経過した。南極地域を
平和と科学的調査により全人類の進歩に
貢献するよう、南極条約協議会議本体と
その事務局及び環境保護委員会、南極海
洋生物資源保存委員会（CCAMLR）等
他の南極条約体制内の組織と協調関係を
強め、各構成組織間の情報交換をより深
めていくことが重要との認識が確認され
た。これは日本国内においても言えるこ
とで、我が国がバランスの取れた南極で
の活動を実施する上でも、南極関連条約
各対応部署、組織間の情報交換、協力関
係を一層強化する必要があろう。
例年第一週に開催される環境保護委員
会では、今回で任期が満了するオースト
ラリア南極局所長のトニー・プレス議長
と副議長1名が改選され、ニュージーラ
ンドのニール・ギルバート博士およびブ
ラジルのターニャ・ブリトー博士と決ま
った。また、次回会合では南極条約加盟
に興味を示してきたマレーシア、ベラル
ーシの2か国をオブザーバーとして招待
することとなった。次回はインドがホス
ト国となり、ニューデリー市で来年4月
30日から5月11日まで開催される。
渡邉研太郎
研究教育系・生物圏研究グループ・助教授野木義史
研究教育系・地圏研究グループ・助教授
第47次隊による日独共同航空機観測の実施観測測
線。緑色の測線は、氷床の等高線沿いの測線（地磁
気および氷床レーダー観測）。青色の測線は、内陸域
の測線（地磁気、重力および氷床レーダー観測）。赤
色の測線は、海洋域の測線（地磁気および重力観測）
本会議が行われたエジンバラ国際会議センター
（EICC）。
レセプションに先立ち、英国の南極観測船、ジェー
ムス・クラーク・ロス（左）、および英国海軍のエ
ンデュアランス（3世）が会議参加者に公開され、
英国南極局（BAS）スタッフによる観測成果の紹介、
海軍乗員による船の装備、搭載ヘリコプターの説明
等が行われた。
S17航空観測拠点のジャッキアップ式の食堂
（右）および発電機小屋（左）
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7月15日から国立科学博物館で開催さ
れていた日本南極観測50周年記念「ふし
ぎ大陸南極展」が9月3日に終了した。入
場者総数22万53人。2年前から進めてき
た国立科学博物館、朝日新聞社、国立極
地研究所の多くの関係者による積み重ね
が、来場者の南極そして南極観測への共
感を呼んだとすれば、本当に嬉しいこと
である。
特にこどもたちを意識した、いわゆる”
Hands On!”の展示をできる限る取り入
れるよう努めたが、果たしてその成果は
如何に。観測隊員が使用する羽毛服や冬
用ヤッケを着用し、アムンゼン・スコッ
ト南極点基地のパノラマ画像を背景にし
た記念撮影は人気を博した。南極の生き
物たちの展示映像のすぐ後では「ペンギ
ンのフリッパー」に触ることができた。
映像で見る力強い泳ぎは、意外と固いフ
リッパーの感触で確認できたようであ
る。「6連偏光顕微鏡」は、自分で選んで
ボタンを押すと、選択した隕石の薄片が
回転してセットされ、それを顕微鏡で覗
くことができる。一連の操作はわくわく
するものなのであろうか、いつでも行列
ができていた。南極の氷に触れるコーナ
ー。こどもたちは氷に触る、触る、触る、
また触る。水を凍らせた氷とは異なり、
数千、数万年前に降った雪が押し固めら
れてできた氷で、気泡が入って白く見え
ることを会場スタッフに解説するよう依
頼してはみたのだが、今から思えばそん
なことは後からでも調べられる。覚えて
いて欲しいのは感触だ。
特筆すべきは「ライブステージ」への
第47次越冬隊の協力である。35日で計75
回、衛星通信システムを用いて会場と昭
和基地スタジオを結んだ交信には毎回
180人ほどが参加してくださった。昭和
基地スタジオが会場の大型スクリーンに
映し出された瞬間に会場から自然と声が
上がる。20～25分の交信では、毎回4、5
人から昭和基地の隊員への質問が行われ
た。元気よく手を上げて、時に大きな声
で、時には恥じらいながら質問するこど
もたちとの交流は、隊員の皆さんにとっ
て、ある種の励みになっていたと思いた
い。隊員のみなさん、本当にありがとう
ございました。
反省点も多い。公式カタログ（図録）、
展示解説パネル、音声ガイドにいくつか
誤りが認められた。カタログはなにかの
形で正誤を公にしたい。当初、展示を予
定していた第46次越冬隊持ち帰りによる
KC-40型雪上車は展示スペースの関係で
直前に断念せざるを得なかった。他にも、
企画段階で展示を検討しながら適わなか
ったものも少なからずあり、準備に携わ
った方々にお詫び申し上げる。また、繁
忙期には場内が込み合いゆっくりご覧い
ただけないこともあり、申し訳ない気持
ちでいっぱいであった。
「ペンギンのフリッパー」は羽毛がさ
さくれてボロボロになった。「触れる火
星隕石」もだいぶ磨り減ってしまったよ
うに見える。減った分だけの「南極の感
触」が、来場したみなさんに残っている
と信じたい。
「ふしぎ大陸南極展2006」閉幕
橋田 元
研究教育系・助手（南極地域観測50周年事業実行委員会・南極展対応幹事）
第29回SCAR総会が、7月8日～19日の
間、オーストラリアのホバート市で開催
された。参加者数はSCARとCOMNAP
を合わせ32カ国836名であり、過去最多
であった。地域別では、オーストラリア
周辺諸国が347名、欧州が223名、北アメ
リカが132名、アジアが88名、南アメリ
カが28名、アフリカが15名であった。ま
た、学生参加が120名であった。極地研
究所からの参加者は、教員、プロジェク
ト研究員を合わせ12名であった。
SCAR総会の全容
会期の前半は、SCARに設置されてい
る物理科学、地球科学、及び、生命科学
の3研究分野のSSG （Standing Science 
Group）のビジネス会合が開催され、各
研究分野の各国代表者等が集まって、南
極域での共同研究、将来計画、などの情
報交換とSCARへの提言をまとめた。
7月12日～14日には、前回のドイツ総
会で初めて導入された、南極観測研究の
成 果 発 表 の 場 で あ るOpen Science 
SCAR（南極科学委員会）総会報告
Conference（OSC）が開催され、論文
投稿が750編と大変盛況であった。OSC
の開会セレモニーにおいて、今回から新
たに取り入れた、若手研究者の優れた研
究計画に対する研究支援プログラム
（SCAR Fellowship Programme）の4名
の受賞者が発表された。目出度いことに、
当研究所生物圏研究グル－プの笠松伸江
助手が受賞し、満場の拍手を得た。
会期後半の7月15日～19日にはSCAR
代表者会議が開催された。この会議は各
国代表者が参加するクローズド形式の会
合である。日本代表は福地副所長で、私
は副代表として登録されている。福地副
所長が所用で本会議に不参加であること
もあり、渡邉研太郎助教授がATCM（南
極条約協議会議）に参加している関係か
ら、オブザーバ参加の了承を議長から得
て参加してもらった。両者とも代表者会
議は初めての参加であり、最初は会議の
流れをつかむのに苦労した。
主な議題と経過、及び、決定事項を簡
単に報告する。新たな正規メンバー国と
してブルガリア、ウクライナが承認され
た。また、デンマーク、ポルトガルが準
メンバー国として承認された。任期満了
に伴うSCAR議長 （President）と副議長
（Vice-President）の選挙が行われた。議
長候補者は英国と豪州からの2名であっ
た。各国代表者による投票の結果は、1
回目に続いて2回も同票となった。規定
により、コインの裏表で決める異例の結
末となった。結局、英国南極局の局長で
あるC. Rapley氏が選出された。任期は
2006-2010。副議長は、4名の候補者の中
から、Z. Zhang（中国）、 S. Marenssi（ア
ルゼンチン）、A. Meloni（イタリア）の
3名がこの順番で選ばれた。
次回の開催
2年後の第30回SCAR総会の開催は、
2008年7月にSSGとOSCをロシアのサン
トペテルベルグで、代表者会議を翌週に
モスクワで開催することになった。この
会合はSCAR創設50周年記念にあたり、
かつ、IPY期間中の開催となるため、特
別な記念イベントや出版を行うことに
し、その企画ワーキンググループを設置
することになった。また、次々回の開催
はアルゼンチンに内定した。
その他、3研究分野のSSG報告とSCAR
への提言、JCADM （Join SCAR-COMNAP 
C omm i t t e e o n An t a r c t i c  D a t a 
Management）報告、SCARで認定され
ている4つの科学研究プログラム（SRPs:
Scientific Research Programmes）であ
るACE （Antarctic Climate Evolution:南極
気候進化）、AGCS （Antarctica and the 
Global Climate System：南極と地球規
模気候システム）、EBA （Evolution and 
Biodiversity in the Antarctic:南極での生
物進化と多様性）、及び、ICESTAR 
（Inter-hemispheric Conjugacy Effects 
in Solar-Terrestrial and Aeronomy 
Research:太陽-地球と大気の相互作用に
おける南北半球効果）の活動報告があっ
た。
佐藤夏雄
副所長・研究教育担当
上段：ホバード市CCAMLR（南極海洋資源保存委
員会）本部を会場として開催されたSCAR代表者会
議の様子
下段：韓国の代表者であるB.Park氏、M.Park氏
と筆者
20万人目の来場者となった名古屋市から来てくれた
浅野賢樹（あさのけんじ）くん（2歳）とご家族。
夏休みの自由研究のため、熱心にメモを取る二人連
れ。
6連偏光顕微鏡と隕石展示。
氷山氷に触るこどもたち。
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発表件数、参加者ともに、過去5年間で
最多である。
藤井所長による開会の辞の後、シンポ
ジウム第一日目は中層大気・熱圏セッシ
ョンと電離圏・磁気圏セッションがあり、
第二日目は、オーロラダイナミクス、
IPY/ICESTAR計画、将来計画の三つの
セッションがあった。それぞれのセッシ
ョンでは幅広い分野の最新の研究発表と
活発な議論が行われた。
招待講演として、ノルウェー・ベルゲ
ン 大 のØstgaard氏 よ り「Auroral 
conjugacy studies based on global 
imaging」と題して、2機の人工衛星を
用いた南北オーロラの同時観測の最新の
結果についての発表があった。オーロラ・
ブレイクアップの開始位置は、南北半球
で経度方向に異なることが見出され、そ
のずれの大きさは惑星間空間磁場の東西
成分とよい相関を持っていることが示さ
れた。しかし経験的な磁気圏磁場モデル
ではこの経度方向のずれを説明できず、
今後の課題であるとされた。衛星搭載の
イメージャーはオーロラの大規模構造の
南北共役性を観測することができるが、
中小規模のオーロラを観測することは困
難である。
昭和基地-アイスランド間で実施して
いる地上観測と衛星観測は互いに相補的
であり、オーロラの空間スケールに依存
した共役性を検証することが今後の方向
性のひとつではないかと感じた。続いて、
英国南極調査所のRose氏により「The 
British Antarctic Survey low power 
magnetometer project」と題して、南
極大陸に展開している無人磁力計網プロ
ジェクトの紹介があった。得られたデー
タの入手法や低温対策について参加者か
ら質問が多くあり、無人磁力計網への関
心の高さを窺い知ることが出来た。
すべてのセッション終了後に行われた
極地研外の四名の先生によるコメント発
表では、IPY同様来年より始まるIHY計
画や、南極域を拠点とした系外惑星探査
の提案、そして南極宙空圏の観測計画の
策定に対する提言等があった。続いて、
極地研新ジャーナルの紹介が行われた
後、山岸グループ長による閉会の辞によ
り、盛況の裡にシンポジウムを終えた。
（海老原祐輔：研究教育系・
宙空圏研究グループ・助手）
南極域の海氷変動
標記テーマの研究集会を7月31日に開
催した。現地観測を始め、リモートセン
シングやデータ解析など様々な手法で海
氷研究に携わる研究者が会合し、情報交
換と共同研究の契機の場とすることを主
目的とした。研究フィールドは南極域に
限らず、オホーツク海も対象に含めて最
新の研究成果と将来の研究・観測計画の
紹介、討論を行った。
日本南極地域観測において実施、継続
している海氷モニタリング研究の第47次
観測報告および第48次観測計画、衛星の
マイクロ波センサを用いた海氷状況の把
握、衛星データ検証のための同期観測、
海氷分布の予報計算など7件の話題が発
表された。主なトピックスとしては、昭
和基地定着氷域の氷厚計測が順調に実施
されていること、これまでの観測実績に
基づく将来のJARE海氷観測の提案、氷
上積雪層の変化から捉える海氷成長の特
徴、厚さ30cm以下の薄い海氷の衛星観
測による検出、などが上げられる。また、
本年7月に豪ホバートで開催された南極
海氷の国際ワークショップの参加報告か
ら、積雪深データ集約の重要性、海氷デ
ータのアーカイブ・マネジメントの計画
が紹介され、有益な情報を得ることがで
きた。
本集会は当研究所プロジェクト研究
「南大洋インド洋区の海洋海氷変動機構
の解明」の一環として行ったもので、参
加者は所内外合わせて22名であった。
（牛尾収輝：研究教育系・
気水圏研究グループ・助手）
第3回南極設営シンポジウム
今年で3回目となる南極設営シンポジ
ウムが6月2日（金）本研究所・講堂で開
催された。このシンポジウムは、民間や
公的機関を問わず南極設営に関する幅広
いアイデアと技術を募り、効率的な基地
設営の実現にむけての意見交換を目的と
している。
昨年と同様、多方面から79名の参加が
あり、そのうち大学等公的研究機関を除
いたいわゆる民間からの出席者は39名で
あった。終了後の懇親会でも多くの話題
に花が咲いた。今年は ①雪上車・橇お
よび航空機等の輸送技術 ②南極で利用
できる新しい技術 ③安全・環境保全を
テーマに行われた。 ①については「しら
せ」後継船のコンテナ化をにらんだ新し
い輸送技術に関する講演があった。 ②で
は南極での野菜栽培に関し新しい提案が
あった。 ③では南極でのリスク・マネー
ジメントについて興味深い講演があっ
た。
また、2件の基調講演を次の方にお願
いした。1）北川弘光（元北海道大学教授）
「南極域海上輸送の将来像」2）渡辺啓二
（防衛大学校教授）「柔らかい地盤におけ
る装軌車の走行力学と自律走行車の動
ワークショップ
第30回極域宙空圏
シンポジウム
8月3日および4日の両日、第30回極域
宙空圏シンポジウムが本研究所講堂にお
いて開催された。外国からの招待講演2
件を含む89件の発表が行われ、111名の
方々に参加していただくことができた。
第30回南極隕石
シンポジウム
6月6日～8日に標記シンポジウムを本
研究所講堂において開催した。参加者数
は104名（うち海外からは7 ヶ国19名）、
発表件数は口頭が59件、ポスターが6件
であった。
講演では、太陽系誕生以前に生成した
プレソーラー粒子、始原的隕石、宇宙塵、
小惑星・月・火星起源隕石などの分化し
た隕石等、さまざまな惑星物質が取り上
げられた。
招待講演者は、アメリカ・NASAジョ
ンソン宇宙センターのKevin Righter博
士とフランス・西ブルターニュ大学の
Jean-Alix Barrat博士の二名であった。
Righter博士は、いくつかの新種のコン
ドライトの重要性について述べた。これ
らは日本の南極隕石コレクションにも含
まれており、今後の研究成果が期待され
る。Barrat博士は、小惑星ベスタ起源と
考えられている隕石の一種であるダイオ
ジェナイトに関するこれまでの研究成果
を紹介した。
また、今回は小惑星イトカワに関する
特別セッションが設けられ、直前に発行
されたScience誌「はやぶさ」特集号の
著者らによる講演において活発な議論が
なされた。
（海田博司：研究教育系・
地圏研究グループ・助手）
招待講演をおこなうRighter博士（上）とBarrat博
士（下）
極域及び高山域における気候・
環境変動に関する研究集会
8月9日（水）13:30から8月10日（木）
12:30まで国立極地研究所の講堂におい
て標記研究集会を開催した。参加者は所
内から9名、所外から15名、合計24名で
あった。
北極域に関しては、現在進行中のアラ
スカ、カムチャッカ、東シベリアにおけ
る浅層雪氷コア掘削計画や氷河観測計画
が紹介され、グリーンランドにおいて計
画が立案されている国際深層掘削計画
（NEEM計画）が紹介された。
また、中央アジア、パタゴニア等で計
画されている深層及び浅層の雪氷コア掘
削計画の紹介があった。大きな国際的枠
組みとしては、南極をはじめとする様々
な地域で様々な時間スケールの雪氷コア
研 究 を 実 施 し よ う と す るIPICS 
（International Partnerships in Ice Core 
Sciences）、アジアの連携を目的とした
AFoPS （Asian Forum for Po lar 
S c i e n c e s）、C l i C （C l im a t e  a n d 
Cryosphere）、 Asia CliCなどが最近立ち
上がり、これについての最新情報が提供
された。今後は各研究機関の連携を強化
し、一地域だけに限定せず、全球の気候・
環境変動の解明をめざすことが重要であ
るという提言がなされた。
（東 久美子：研究教育系・
気水圏研究グループ・助教授）
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ワークショップ
講演に聴き入る来訪者
北川先生の基調講演
向」
南極の設営は多岐に渡り、解決すべき
課題もたくさんある。しかし、既存の技
術に少々手を加えるだけで使える工夫
や、ちょっとしたアイデアで問題が解決
できることなど、まだ多くの宝の山が見
ない形で眠っている。それら多くの宝の
山を発掘すべく、今後も継続していくこ
とにしている。 
（井上剛介：極地設営室・技術職員）
南極医学医療研究集会2006
8月26日、国立極地研究所大講堂にお
いて、今年も南極医学医療研究集会が開
催された（世話人：第39次越冬隊、大野
義一朗氏）。
福地副所長のあいさつで開会し、南極
医学研究の動向、アジアの基地比較、遠
隔医療、心理学調査、その他、高所医学、
第48次の医学研究計画というプログラム
にそって会は進行した。
南極医学研究の動向については、国際
学会SCAR等に参加した大野氏の報告
や、宇宙航空研究開発機構の村井氏から
南極医学と宇宙医学の接点と未来につい
ての発表があった。
アジアの基地比較については、中国と
韓国から昨年越冬した医師を招聘して報
告してもらい、さらに第46次長谷川氏が
各国南極基地の医療体制を比較調査して
報告した。
遠隔医療については、昭和基地の遠隔
医療の現状を元に今後の課題などを第46
次越智氏が発表、香川医大の原氏が香川
県の遠隔医療システムについて報告した。
心理学調査については、京大桑原氏が
第46次の昭和基地における心理調査の結
果報告と国際比較について発表したほ
か、山梨大碓氷氏の南極における睡眠障
害、関西大青山氏の道迷いについての発
表があった。
その他は、第43次下枝氏から南極レジ
オネラの報告があり、神戸女子短大中尾
氏が越冬中の食事解析と各国比較調査に
ついて、鹿児島大堀内氏がアミノ酸代謝
による疲労評価について発表した。
高所医学については、第44次大日方氏、
第46次越智氏、第40次大谷氏からドーム
ふじにおける生理学的応答、さらに心機
能に及ぼす影響や、ドームふじまでのア
プローチの違いによる応答の違いの発表
があり、国立スポーツ科学センターの前
川氏から高所順応の事前訓練は有効か、
についての検討報告があった。
各発表10～20分であったが、いずれも
多数の質疑応答があり、盛会のうちに閉
会となり、さらに懇親会でも活発な議論、
情報交換が行われた。
（志賀尚子：
第48次南極地域観測隊・医療担当）
韓国隊医師の報告での質疑の様子
中国、韓国隊医師を交えての懇親会後の集合写真
を閲覧するのはもちろん
だが、インターネット電
話として使用している人
が多かった。基地内には
固定電話も設置されてお
り、プリペイドカードを
購入すれば必要に応じて
自由に電話をかけること
ができた。韓国らしい施
設としては、食堂に設置
してあるキムチ専用の冷
蔵庫だった。この冷蔵庫
によってキムチの熟成速度を調整できる
ようになっており、毎日3食欠かさずキ
ムチが食卓を飾っていた。
生活の様子
夏隊の研究者は滞在期間中の全ての時
間を研究に使用できた。各人は日々それ
ぞれの目的地に散らばり、研究を行って
いた。バートン半島の無雪地域の面積は
2平方キロメートル程度しかないため、
陸上生物の研究グループでは、午前中は
デスクワーク、昼食後はフィールドへ出
かけるというパターンが多かった。基地
を目視できない距離に出かける際には、
トランシーバーを携帯することが義務づ
けられていた。
筆者の滞在期間中には野外調査中に天
候が急変することがたびたびあり、トラ
ンシーバーは安全確認はもとより、天気
予報の情報を得るのに役立った。越冬隊
員は、夏期の間は設営等に関する仕事に
多くの時間を費やしていた。世宗基地は
開設から20年近く経つために、施設の補
修作業量が年々増えてきているとのこと
だった。また、近年は海洋警察庁からも
越冬隊員に派遣されるようになり、海洋
での人員輸送や観測をより安全に行える
よう配慮されていた。
世宗基地では、電気製品はもとより、
世宗基地はサウスシェトランド諸島キ
ングジョージ島（62°13’S, 58°47’W）のバ
ートン半島にある。バートン半島へは、
南 米 チ リ 国 南 方 の 町 で あ るPunta 
Arenusから空軍のC-130輸送機で3時間、
さらに、韓国基地のゴムボートで30分ほ
どかかる。世宗基地は1988年2月17日に
KARP（Korea Antarctic Research 
Program）の通年観測施設として開設さ
れ、現在はKOPRI（Korea Polar Research 
Institute）が運営を引き継いでいる。 こ
こでは、宇宙物理、海洋および陸上生物、
地質、地球物理など多岐にわたる研究が
行われている。
基地の概要
基地の施設としては、診察室、図書館、
ラウンジを兼ねる食堂、設営長室、隊長
室、無線室を含む観測棟、居住棟、電力
棟、機械棟、修理棟、体育館を兼ねた倉
庫、雪上車等を保管する車庫、ダイバー
用の酸素ボンベや潜水用具を保管する小
屋等がある。毎年15-16名が越冬、夏に
は20名以上の韓国人研究者が訪れ、時折
他国の研究者などが数日間訪れる。
ラウンジにはビリヤード、大画面テレ
ビ、カラオケなどが設置されていた。テ
レビは衛星放送を受信でき、NHKも受
信できる。機械室の2階には、卓球台、5
種類ほどのウェイトトレーニングマシ
ン、サンドバック、ダーツなどが設置さ
れていた。また、男女別の浴室およびラ
ンドリーも設置されていた。男性用の風
呂場にはシャワーが4つ、2人程度が同時
に入浴可能な海水風呂が一つ、数人は入
れるサウナが一つ設置されていた。一方、
女性用の方はシャワー付きユニットバス
と洗濯機が設置してあった。
観測棟には11Mbpsの無線LANが導入
されており、使用規則は特になかった。
各人の使い方を観察すると、Web page
掲示板の書類や各所にある注意書きは全
てハングル。基地内放送も韓国語である
ため、事前にほとんど勉強していかなか
った筆者には「?」の連続だった。しか
しながら、毎週土曜日午後9時より食堂
で開催される酒宴では、言葉の壁を通り
越して、楽しい時間を過ごすことができ
た。日々の食事は、米飯中心で非常にお
いしく頂くことができたが、やはり辛い
ものが多かった。基地に滞在当初は、赤
い料理ほど辛いと予想して緑色の料理を
多めにとったあと悶絶することが度々あ
った。各テーブルにはティッシュが置い
てあるが、それで口を拭く人は少ない。
ほとんどの人が辛み成分のせいで出てく
る鼻水を拭いていた。いくら子供の頃か
ら辛さに慣れ親しんでいるといっても、
生理現象まで変えることができないこと
を実感し、なんとなく安心できた。
世宗基地（セジョン基地）
─韓国
内田雅己
研究教育系・生物圏研究グループ・助手
世界の南極基地│15
昭和基地
（日本）
世宗基地（韓国）
セジョン基地の全景
観測時の一こま
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　特別共同利用研究員として極地研に来てから6年が経過し、この春からはプロジェ
クト研究員として宙空圏グループで中層大気の研究に従事している。これまでの6年
間のうち大部分は気水圏グループに所属していたが、研究対象の違いもさることなが
ら、グループ間で普段の雰囲気まで大きく異なることに新鮮な驚きを覚える。
　大気中には様々な境界領域があるが、なかでも冬季成層圏（高度10～50 km）に
形成される極渦の境界領域は、オゾンや水蒸気といった地球環境に関連の深い微量成
分の輸送障壁になるとともに、地球規模の波動であるロスビー波の卓越領域としても
知られる。これまで私は、極渦境界領域に見られる波動の性質や起源、およびそれら
の波動が極渦境界領域を横切る物質輸送にどれだけ寄与するかに着目した研究を行っ
てきた。極渦の力学的・化学的性質はオゾンホールの発生にも密接に関連することか
ら、今後もこの研究は継続していきたいと考えている。
　一方で、成層圏より上の中間圏・下部熱圏領域（高度50～100km）も興味深い研究
対象である。この領域は下層に比べて観測が困難で不明な点も多いが、極地研が運用
する欧州非干渉散乱レーダー（EISCAT）や昭和基地MFレーダーに代表される大気
レーダー装置は、この高度領域の貴重なデータを提供してくれる。第VII期南極観測
の重点プロジェクトである「極域の宙空圏-大気圏結合」が取り組む、中間圏・下部
熱圏を経由した運動量・エネルギー、各種微量成分、電子・イオン、光・電磁波等の
輸送・相互作用の解明という課題にも、これらのレーダーの存在は不可欠である。さ
らに、現在計画されている南極昭和基地大型大気レーダ （ーPANSY）が建設されれば、
これらのレーダー網によってもたらされる科学的知見は計り知れず、この時期に極地
研で研究に従事できることを嬉しく思う。
プロジェクト研究員
1998年東京大学理学部地球惑星物理学科を卒業後、
2003年 3月に東京大学大学院理学系研究科において「極
渦縁辺領域に捕捉された小規模波動擾乱」の研究で博士号
を取得。2003年 4月から 2006年 3月までは日本学術
振興会特別研究員（PD）として極地研気水圏グループに
所属し、同期間中の 2003年 7月から 2004年 12月まで
は博士研究員としてカナダ・トロント大学の大気物理グル
ープで研究に従事。2006年 4月よりプロジェクト研究員
として極地研宙空圏グループに所属。
冨川喜弘
とみかわ・よしひろ
　私は、広島大学で2004年3月に博士を取得した後、九州大学に研究生として在籍中、
第46次日本南極地域観測隊夏隊同行者としてリュツォ・ホルム湾ならびにプリンス・
オラフ海岸の地質調査に参加した。
　私の専門は火成岩岩石学であり、学生の頃からこれまで一貫して「島弧ならびに大
陸の形成と進化のプロセスの解明」の研究に従事してきた。大陸地殻と島弧地殻の平
均的な化学組成は共に安山岩質であることから、大陸地殻は島弧地殻の集合や付加に
より形成、拡大していくとされている。第46次隊で調査を行なったリュツォ・ホル
ム岩体は、これまでの研究により約5億年前に出現したゴンドワナ大陸の形成に関わ
る大陸や小大陸同士の衝突帯であると考えられている。もしそうであるのならば、こ
の岩体には、大陸地殻の形成や拡大と直接的に関わった物質の集合、また、それに伴
う様々な火成活動が起きたことが予想される。私は、その検証やプロセスの解明を行
ないたいと思うとともに、リュツォ・ホルム岩体のみならずゴンドワナ大陸の形成史
について理解していきたいと考えている。
　南極のような古い大陸地殻には過去の地球変動を知るために必要な様々な情報が残
されている。地球創世から現在に至る約45億年の地球の歴史を明らかにし、未来の
地球変動などを予知、予測していくことが、私達のような地球科学に携わる研究者の
努めであると考えている。
1999年広島大学理学部地球惑星システム学科を卒業。
2004年 3月に広島大学大学院理学研究科において、「海
洋性島弧における花崗岩質マグマの成因論」についての研
究で博士（理学）を取得。その後、九州大学比較社会文化
学府に在籍中、第 46次隊に参加。2005年 4月よりプロ
ジェクト研究員として「東南極リュツォ・ホルム岩体から
みたゴンドワナ大陸の形成史」についての研究を行なって
いる。
隅田祥光
すだ・よしみつ
昭和基地から
平均気温（℃）
最高気温（℃）
最低気温（℃）
平均気圧・海面（hPa）
平均蒸気圧（hPa）
平均相対湿度（%）
平均風速（m/s）
最大風速・10分間平均（m/s）
最大瞬間風速（m/s）
平均雲量
2006年
昭和基地
4月 5月
-9.6
-2.7（11日）
-20.4（1日）
985.2
2.2
68
9.8
32.1（10日）
41.6（10日）
7.5
-10.5
-2.3（21日）
-24.2（15日）
979.1
2.2
74
10.6
31.4（8日）
39.6（8日）
8.6
6月
-16.2
-6.1（1日） 
-25.6（21日）
987.6
1.1
55
6.9
24.7（5日）
31.7（5日）
5.3
昭和基地月別気象状況
観測隊だより
4月夜が長くなるに伴い、光学観測な
どに伴う灯火規制の時間が増え基地が闇
に包まれる時間が長くなってきた。ブリ
ザードでアンテナが折れる被害もあるも
のの観測業務は概ね順調に経過してい
る。設営部門では、海氷の安定を確認し
た後雪上車の運転講習など実施した。
5月天候が不順で雲量の多い日が続い
たため、最後の太陽を見る間もなく太陽
が出ない時期に入った。ブリザード明け
の23日には、向かい岩からラングホブデ
方面の海水面が拡大し、岩島付近までの
海水面が広がった。
野外活動では、とっつき岬までのルー
ト工作を行った。海氷の安全を確認して
大陸（S16）から車両、橇の回収を行った。
また、とっつき岬では、大型雪上車の整
備を行った。
6月太陽はまったく顔を覗かせないが
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第128回 南極地域観測
統合推進本部総会
6月16日（金）、東京都千代田区の
KKRホテル東京において、第128回南極
地域観測統合推進本部総会が開催され
た。冒頭、本総会の開催にあたり南極地
域観測統合推進本部副本部長の結城事務
次官から挨拶があった。
議事では、第46次越冬隊及び第47次夏
隊の観測実施報告、第47次越冬隊の現況、
「しらせ」後継船について、南極地域観
測50周年記念事業等について報告があっ
た。審議事項としては、本年11月28日に
出発を予定している第48次南極地域観測
隊員62名（越冬隊35名、夏隊27名）のう
ち53名が決定した。残る7名の隊員及び
外国基地派遣者3名は、現在選考中であ
る（隊長兼越冬隊長1名及び副隊長兼夏
隊長1名は昨年11月の第127回南極地域観
測統合推進本部総会において決定済）。
また、夏隊同行者2名が決定した。
承認された第48次南極地域観測実施計
画においては、定常観測及びモニタリン
グ研究観測を継続する他、重点プロジェ
クト研究観測として「極域における宙空
-大気-海洋の相互作用からとらえる地球
第48次南極地域観測隊
夏期総合訓練
国立極地研究所では、6月19日から23
日までの5日間にわたり、長野県の文部
科学省菅平高原体育研究場において、第
48次南極地域観測隊夏期総合訓練を実施
した。
今回の訓練には、隊員・講師・極地研
関係者等、総勢89名が参加した。第48次
観測隊は、第1次観測隊が東京港を「宗谷」
で出発してから50年目の節目となる年に
出発する。
この訓練は、南極観測事業に関する情
報提供、安全対策、環境保護等に関する
講義の他、各観測・設営計画及び出発ま
での諸準備についての打合せを行い、ま
た、団体生活を通して相互の協力、意思
の疎通等を目的としている。
訓練は、南極に関する講義の他、消火
器を使用しての初期消火訓練、東京消防
庁の講師の指導による救命講習など、多
岐にわたる内容となった。
今回の訓練には、南極地域観測統合推
進本部を代表して清家海洋地球課極域科
学企画官が視察に訪れ、隊員を激励した。
第48次観測隊員は、この夏期訓練終了
後、国立極地研究所を中心に、物資の調
達や梱包作業等の準備を開始する。
とっつき岬での雪上車整備
全般的に好天が持続した。
恒例のミッドウインター祭を開催し、
越冬後半に向け英気を養った。
環境システムの研究」を、一般プロジェ
クト観測として「氷床内陸域から探る気
候・氷床変動システムの解明と新たな手
法の導入」、「超大陸の成長・分裂機構と
マントルの進化過程の解明」、「極域環境
下におけるヒトの医学・生理学的研究」
及び「極域環境変動と生態系変動に関す
る研究」を実施する。設営部門では、昭
和基地ヘリポート改修、貯油設備の整備、
昭和基地の廃棄物の持ち帰り等を実施す
る。
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●平成18年6月29日付け
任期満了退職
Viktor H. Hoffmann
 外国人研究員（客員助教授）
●平成18年6月30日付け
転出
稲田敏行 東京大学人事部職員課専門員
 （管理部総務課専門員）
小城哲夫 東京大学海洋研究所
 経理課用度係主任
 （管理部会計課用度係主任）
●平成18年7月1日付け
昇任
本山秀明 研究教育系教授
 （研究教育系助教授）
採用
David John Ellis
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植村冒険館の『南極「夢」大陸』展
広報
（財）植村記念財団が運営する植村冒険館で、標記の展覧会
が7月15日から9月24日にかけて開催された。
植村直己は、国民栄誉賞を受けた日本を代表する探検家であ
る。明治大学山岳部に所属した植村は、1966年25歳でモンブラ
ン登頂を果たしたのを皮切りに世界各地で登山活動を行い、
1970年には世界初の5大陸最高峰登頂者になった。その後、徒
歩による日本列島縦断、北極圏2000km犬ゾリ走破等を行った
後、1978年には世界初の北極点単独到達を果たした。南極大陸
の単独犬ゾリ横断を目指して1982年にアルゼンチンの基地に入
り越冬したが、南極大陸の犬ゾリ走破はその前から意欲を持っ
ていて、10年前には偵察のためアルゼンチンの基地を訪問して
いる。この計画は残念ながらフォークランド紛争のため果たす
ことができず、1984年に世界初のマッキンリー冬期初登頂の後、
板橋区「夏休み子どもガイド」開催
7月26日（水）と8月25日（金）に、国立極地研究所で板橋区
「夏休み子どもガイド」が開催された。この催しは、いたばし
観光センターが子どもたちに南極体験をしてもらおうと企画し
たもので、区内の小学生約50名が参加した。参加した小学生は、
南極の自然や観測隊の活動の写真を見ながら、普段耳にするこ
とのない南極の話を興味深く聴いていた。講義終了後には、観
測隊の生活や南極の環境問題について熱心に質問する姿が見ら
れた。
南極の氷山の氷に水を入れる実験では、パチパチと音を立て
て氷が解けていく様子に歓声の声が上がった。
南極観測隊が使用してい
る羽毛服を着て、低温実験
室に入ってマイナス20℃の
気温を体感したり、展示室
にある雪上車に乗ったりし
て、南極体験を楽しんだ。
消息を絶ったのは良く知られたことである。
植村冒険館は、植村の冒険精神「ウエムラ・スピリッツ」を
永く後世に伝えるため、マッキンリーで遭難死する46歳まで15
年間板橋在住であったことから、1992年に板橋区によって設立
された。家族から譲り受けた装備等や活動を伝える写真の中心
にした展示に冒険に関する図書コーナーもあり、貸し出しも行
っている。また、野外活動を体験させる「自然塾」などの事業
も行っている。
『南極「夢」大陸』展は、日本の南極観測が50周年を迎える
ことから、植村直己の極地の活動と南極観測の活動を紹介する
企画展として開催された。当研究所からも氷床掘削ドリル、隕
石・岩石・生物標本などを提供しており、植村の冒険の足跡を
追いながら、南極観測の概要を知ることができる。
植村冒険館
東京都板橋区蓮根2-21-5 
都営三田線蓮根駅から徒歩5分
電話03-3969-7421
HP: http:www.uemura-museum-tokyo.jp
7月5日 隊員室開き
7月15日～9月3日 ふしぎ大陸南極展2006
8月3日、4日 第30回極域宙空圏
 シンポジウム
8月28日 運営会議
10月12日、13日 第26回極域地学
 シンポジウム
11月13日 南極本部総会
11月14日 「しらせ」出港
11月20日～22日 平成18年度  極域気水圏・
 生物合同シンポジウム
11月28日 第48次観測隊出発
12月17日 第3回中高生南極北極
 オープンフォーラム
極地研カレンダー
予備費のなかで講じることに
している。調整のガイドライ
ンは、（a）外国かつ長期、（b）
博士論文作成に密接に関係し
ていること、（c）優先順位は
JARE（越冬を含む）、JARE
以外の極地、外国、の順であ
る。
渋谷和雄：極域科学専攻長
　5、6、7月の主な出来事か
ら、総研大関係のニュースの
まとめとしたい。
　PRについて: 極域科学専
攻では、進研アドの「大学院
へ行こう」や日経大学・大学
院ナビにトライアルを出し、
PRした。また、専攻のHome 
Pageに「極域科学専攻は毎
日がオープンハウスです」と
うたい、個々の学生がふらっ
と、興味のある先生の話を聞
きに来やすいようにしている。
　国費外国人留学生プログラ
ムについて: 従来の「国際大
学院コース」の衣替えがあり、
複合科学研究科として申請す
ることにした。
　専攻の予算案について: 予
算配分は5月の専攻委員会で
審議・了承を得て各グループ
使用し始めるが、学生の国内・
国外調査旅行に財政的な裏づ
けを早く与えるための措置を
総合研究大学院大学・
極域科学専攻コーナー
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 干渉合成開口レーダー
（InSAR）
　合成開口レーダ （ーSynthetic Aperture 
Radar:SAR）は画像レーダーの一種で
あり、パルス圧縮技術や合成開口技術に
より高分解能のレーダー画像を得ること
ができる。SARは波長数mmから数
10cmのマイクロ波を照射して、対象物
からの反射波（後方散乱波）を受信する
能動型センサーであるため、天候の影響
を受けにくく、昼夜の区別なく観測でき
る。SARは通常、航空機や人工衛星に搭
載されるが、極域では人工衛星に搭載さ
れたSARを主に利用している。
　SARは対象物から後方散乱波の強弱を
利用するのに対し、干渉合成開口レーダ
（ーInterferometric SAR: InSAR）では、
後方散乱波の波長を利用して衛星から対
象物までの距離を測定する。これにより
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地球表面の凹凸や動きを面的に測定する
ことができ、測量の困難な地域での地図
作成や、地震や火山噴火に伴う地殻変動
や地すべり、地盤沈下などを検出するの
に用いられる。
　InSARは極域では氷床も含めた地形の
測定や氷床、氷河の流速分布の推定に用
いられる。画像は南極で最も流れが速い
といわれている白瀬氷河周辺の干渉画像
である。この画像に見られる縞模様は干
渉縞と呼ばれ、縞の数から流出速度を求
めることができる。また、氷床や氷河が
陸から海へせり出す際の境界（接地線）
では、それを境に変動の様子が変わるた
め、InSARでその位置を検出できる。流
速変化や接地線の位置変化は、南極氷床
の変化を監視する上での重要な指標とな
っている。
（土井浩一郎：研究教育系・
地圏研究グループ・助教授）
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　 極 地 研 の 大 型 分 析 器、
SHRIMPを用いた、南極観
測隊が採集した南極隕石年代
研究の最新の成果をお伝えす
ることで、南極隕石センター
の活動を多くの皆様に知って
いただけるものと期待してい
る。全体としてもう少し写真
や図を入れられれば良かった
のかなという思いがある。次
号に生かしたい。 
（小島秀康）
Environmental Research 
in the Arctic 2005
  2005年2月22日から24日ま
で、東京都北区「北とぴあ」
において、「第3回北極研究国
際シンポジウム」と「第7回
ニーオルスン科学セミナー」
が共催された。総括講演10件
の他、84件の研究発表があり
（口頭35件、ポスター 49件）、
討議が行われた。本書は、シ
ンポジウムの発表に基づき執
筆された論文16編を集めたプ
ロシーディングスである。
近刊紹介
白瀬氷河付近の干渉SAR画像。中央付近の縞模
様がつぶれているあたりが白瀬氷河。©NIPR
編 集 後 記  掲載論文は、いずれも、北
極環境に焦点を当てた最新の
研究成果である。国際極年を
目前とする現在、北極研究を
どのように進めていくかとい
う指標にもなりうる。ただ、
本書の特徴は個々の論文の高
い学術的内容だけではない。
北極圏という地理的な共通基
盤の上に立ち、既成概念とし
ての学術分野の細分に囚われ
ず、広い範囲の視点からの研
究が1冊にまとめられている
学際的な出版物である。
 国際シンポジウムの性格上、
海外からの著者の寄与が大き
い:日本6編、ドイツ4編、フ
ランス・ノルウェー各2編、
イタリア・ロシア各1編（筆
頭著者の所属に基づく）。 
